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　　　　　　　避　難　訓　練
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○突然発災時の避難訓練の流れ（自分の安全、次に家族の安全確認ができて）
　　情報班により地域住民に「○○による避難勧告」を伝達

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　見守り隊
　　各人の避難にあたっては、火災発生防止の処置を行うとともに、　　　　　　　　　　　

安全な服装で当座の生活必需品を携行して一次避難地に集合する


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　見守り隊
　　集まったら迅速に人員を確認、不明者がいる場合は、手分けして安否を確認する



　　引き続き一次避難地から広域避難地へ

　

　

避難訓練のポイント

①情報班による避難勧告の伝達

②避難者の人数、災害時要援護者の状況を把握

③避難地への避難のためのグループを作り、誘導員、情報員などの役割分担を示す

④リーダーは、避難地・避難経路を適切に選び伝達する。

⑤災害時要援護者を中心にして、避難者がはぐれないように手やロープなどにつかまって避難する

⑥避難途中も、ラジオなどから災害情報を入手する

⑦避難地に着いたら、出発時に確認した人数が揃っているか確認する

⑧避難訓練は、夜間にも行ってみる

○　警戒宣言時の避難訓練の流れ

　　情報班により警戒宣言発令の伝達



　　津波、山・がけ崩れ危険予想地域等「避難対象地区」の住民は、個人　        　　　　　　　　ごとにあらかじめ決められた避難地に直接避難



　　各人の避難にあたっては、火災発生防止の処置を行うとともに、　　　　　　　　　　　

安全な服装で当座の生活必需品を携行する

　 

災害時要援護者の避難については、　　あらかじめ避難支援者、避難具等を定めておく


　　避難地に集まったら迅速に人員を確認、不明者がいる場合は、　　　　　　　　　　　

手分けして安否を確認する



　　避難状況を、町対策本部に報告
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救出・救助訓練
	地震発生直後に家屋等の倒壊により下敷きになった人を、鉄パイプや角材、ジャッキなどを使用して救出し、応急救護することを訓練します
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「建物の屋根を破壊して救出・救助」
	手　　順　
　廃材やベニヤを利用して、倒壊した建物の屋根の部分を作る。
①幅４ｍ、高さ３ｍ程度の屋根を作る。
②中に生存者のいることを示す人形を入れておく。　
③救出にあたっては、倒壊建物の中にいる人（人形）に声をかけ、安心感を与える。　　　④ジャッキなどを使って持ち上げる。ない場合は、斧やバールで屋根を壊す。
⑤中の生存者を救出する。


　　　　
　「倒壊家屋からの救出・救助」

　　　　　
　
注意事項　　救出・救助訓練の準備及び実施にあたっては、事故が起こらないよう十分に注意すること。
　　　　　　応急救護訓練

　　　
応急救護や手当の訓練をするにあたっては、いくつかの負傷の状況を想定して実施することになります。

        　応急救護訓練にあたって
　　　　１、　応急手当とは、医療機関で診療を受けるまでのとりあえずの処置のことですが、正しい手当でなければかえって容体を悪化させたり、命にかかわることにもなりかねませんから、訓練は真剣に行いましょう。
２、 救護訓練では、専門的な知識を要するので、消防署などの関連機関から救護の専門家に参加してもらい、指導を受けるようにしましょう。
３、 自主防災組織の救護班で、住民参加の訓練とは別に、日本赤十字社や消防機関などが行う救命講習や応急手当指導員講習などを受講して、より専門的な訓練を受けるようにしましょう。
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災害図上訓練

　訓練参加者が地図を囲みながらゲーム感覚で災害時の対応策を考えます。

　特　徴

· 参加者が大きな地図を囲み、議論を交わしながら進めていきます。

· 地図に書き込みをすることで、地域の防災マップが出来上がります。

· 決まったルールがなく、簡単で経費もほとんどかかりません。

· 日ごろ気付かなかった地域の防災対策が明らかになり、参加者の防災意識が向上します。

役　割

　　　進　行　役　　　　　　　　スタッフ・補助　　　　　　　プレーヤー
　　全体の企画、進行　　　　　　進行役の補佐をする人　　　　地図を囲む参加者

　　講評等


準備物

　・地図（住宅地図等）　・透明シート　　・文房具類　　・被害想定データ

　・防災関係施設配置資料

　訓練内容

１　「災害想像力ゲーム」的感覚で地域の住宅地図を活用して「地震」・「風水害」などの災害のテーマを設定する。

２　参加者はグループ（10人程度まで）に分かれ、「町職員」・「消防機関」・「自主防災組織班」・「被災地住人」などになりきって演じ、立場に応じた意見を出す。

３　過去の災害をある程度教訓として反映した被害想定を各々に配布する。

４　最初に地域における以下のものを書き込み地域の状況把握を行う。

　　⑴役所や公民館、学校、消防機関、病院、防災倉庫などの防災拠点

　　⑵主要な道路、橋、川

　　⑶自宅や地域のシンボリックな建物

５　被害想定に従い地図上の地域がどうなるかを地図に書き込むとともに、被害を未然に防ぐためには何が必要なのかを話し合う。

６　次に時間経過とともに変化した災害状況を新たに提示し、変化した被災地での対応策について新たに話し合う。

７　最終的に町等災担当職員等防災の知識を有する者等の講評を実施して終了する。

訓練は突然発災時と警戒宣言時の行動に区分して行います





手　順　


　廃材を利用して、倒壊した建物の一部分を作る


①中に生存者のいることを示す人形を入れておく。　


②救出にあたっては、倒壊建物の中にいる人（人形）に声をかけ、安心感を与える。


③丈夫な木材やバールをてこにして、あるいはジャッキで空間を作る。


④間隙が崩れないように角材で補強し救出する





主な応急救護訓練の種類


○骨折に対する応急手当


○やけどに対する応急処置


○心配蘇生法


○止血の仕方


○負傷者の運搬方法
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